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       鎮目公民館の改修工事に５０万円補助
  ことしもいよいよわずかとなりました。お正月を迎える準備でなにかと忙しいことと思います。それにしても、ことしはいつになく大変な年末となりました。日本の経済情勢が暗い霧のなかへでも入っていくような感じです。なんとか早く元気な明るい国になってほしいものです。

  町の議会のほうは、ことし最後の１２月定例議会が１６日から１９日までの４日間開かれました。金井町長から、教育委員の改選、条例の改正、補正予算など１９案件が提案されました。このうちの補正予算では、鎮目公民館の屋上防水工事の改修費に町から５０万円の補助が可決されました。

  また、教育委員の改選は桑戸の佐藤泰雄さんの任期が１２月で終わるため、後任にやはり桑戸の仏念寺住職の藤谷真琴さん（５７）が任命されました。条例案のなかで、気になるのは来年の３月１９日に完成予定のスポーツ広場が、４月からは一般開放になりますがその使用料金です。細かく区分されていますが、大まかなところでは、町内者の場合では午後５時までは全面とも無料、ナイターの明かりをつけると全面が夜１０時まで３０４０円、ソフトが１３８０円。町外者の場合だと、全面一日使うと４万２千円、夜７時から１０時までのナイターが３万１５００円などかなり高い料金になっています。いろいろ反論もありましたが、町のほうでは近隣の町村の例から決めたということです。

  そのほか、条例のなかでは水道条例の使用料改定で、１０立方まで７００円だったのが９００円と２００円アップします。これは基本料金で超過は１立方７０円が９０円となります。将来､琴川ダムの水を使うようになると、１立方１８０円（平成１９年）にもなる予定と言われ、水の問題も深刻です。なお、水道料金改定は来年４月１日からです。

  また、金井町長の行政報告としていくつかの報告がありました。主なものを記してみます。東山梨環境衛生センターへ塩山、山梨両市がゴミの投入を正式に要望してきたが、地元の了解がついていない。町の福祉保健センターの建設はいま文化財の調査をしている。鎮目の広域農道（フルーツライン）は今年度で完成となる。平等川右岸の１０３号道は用地買収にはいっている。また平等川のJRの鉄橋改修工事が１０年度から開始される。桑戸地内に建設中の陸橋の名前は決まっていないと県から連絡があった。塩沢商店裏のじゃかご部分の改修は１２月入札があり近く着工されるーーなどでした。

  一般質問は最後の日の１９日に行われました。今回の傍聴人は町の女性連絡協議会の人たちでした。ご苦労様でした。５人が質問しました。わたしも①町の財政について②土木行政について③住民対策についてーの三点を質問しました。

  財政については「国の財政が極めてきびしいなか、県も幸住県構想の見直しをしているが、本町の平成１０年度の予算編成の基本方針はいかに進めるか」を質し、土木問題としては「昨年６月の議会で宮前橋（神橋と鍛冶屋橋の間にあった橋）の復元を要望したさい町長は県とも調査のうえ検討したいという答弁だった、ところが最近、鎮目の区長から出された復元の要望に担当課長から極めて消極的の回答がなされた。こうしたことでは、役場を通さず、塩山土木や県に働きかけるほかない。こんな行政対応であっていいのかどうか」と追及しました。三点目の住民対策では「いま鎮目区への加入者は２５組、約３２０戸であるが、ほかにマンション、アパートなど含めると約６００戸位になっている。区加入者は区費、街灯料をはらっているのに、約半数の住民は無関係でいるという不公平が生じて、区長さんたちも困っている。町でも指導の方法はないか」と尋ねました。

  これらに対して、金井町長らから「町の財政も非常にきびしいので、緊縮予算とし健全化をはかっている。継続事業については効果と財源を勘案しながら進める。経常的の経費についても見直しをしている。土木行政については、塩山土木から春日居年といわれるほど事業は入ってきている。宮前橋についても、県とも検討しているが、災害で流失したのも古いことだし、両岸の取り付け道路の問題もあって簡単にはいかないが、順次住民の要望には対応しているのでしばらく時間をほしい。区への未加入の問題については、鎮目区ばかりでなく、他の地区も他の町村でも困っている問題だ。町でもいろいろと研究しているが名案もない。区長さんたちとも相談を重ねていく」との答弁がありました。

  以上が１２月議会での概要でした。このほか、議会内外の情報としては、福祉保健センターの建設費は約６億円くらいかかること、塩沢商店裏の工事は２４日に現場説明がありますが、一旦７ﾒｰﾄﾙ位まで掘り下げ、石づみをしたあとは埋め戻す、改修後は堤防の上を小型車なら走れるようにするーなどの説明がありました。

  また、春日居小，中の学校およびＰＴＡからは、国府踏切りから役場近くの踏切りまでＪＲ線に沿った通学路建設の要望が出されました。いずれ議会にかけられると思います。町の農業委員の改選期となっていますが、鎮目区では飯田為信、標勝、杉原巧さんの３人が引き続きやってくれるとのことです。ご苦労様です。この委員選任の臨時議会が１月２０日ころ予定されています。西関東連絡道路の一部買収が始まるなど、年明けからも忙しくなりそうです。どなたさまも、お身体に気をつけてよい年を迎えてください。ではまた

